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さあ、皆さんも一緒に男女共同参画社会を目指しませんか。
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今回は、どこの家庭にもある身近な話題でした。しかし、身近であればあるほど、見
えにくくなってしまうこともあります。お母さんは、自分が育てられた時のように、
親の責任として恥ずかしくない女性に、友子さんを育てようとしていましたし、男性
である真吾さんには、仕事を第一とする男性の姿を期待し、たとえ自分の部屋の掃除

でも、させてもらえない様子でした。家の中の仕事は女性の役割と決めてしまうことがジェンダーな
のです。女性であれ、男性であれ、一人の人間として生きていくためには最低限の生活的自立は不可
欠です。子どもが本来持っている生きるための才能を、親の愛情という押し付けで、潰さないように
気をつけたいものです。
家族一人ひとりが生活的に自立できることが大切です。
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今回のランドセルに限らず、男の子は寒色系、女の子は暖色系というように生
まれた瞬間から性別による分類が当然のようにされてきました。その視点で考
えれば、子どもを取り巻く環境のすべてにジェンダーがあり、ジェンダーによ
る分類が生活の奥深くまで入り込んでいます。男の子向けのおもちゃや、女の

子向けのおもちゃ、ボーイズファーストの出席簿など、その分類に確かな根拠はありません。
子どもの持っている限りない可能性を、ジェンダーという枠によって制限したり、男女という
二極分類に無理やりはめ込んでしまうことは、その子の個性を認めず、伸ばすチャンスをも失
ってしまうことになります。ケンちゃんの買った赤いランドセルもお母さんや周りの人たちの
温かい応援を受けて、元気に通学できる日を待っていることでしょうね。
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女性の働き方は、3つのパターンに分けることができます。結婚し、子どもを持
ちながら働き続ける『継続就業型』、出産・育児のために一旦退職して、子ども
が大きくなったら再び働き始める『再就職型』、そして結婚や出産を機に家庭に
はいって専業主婦の生活を選ぶ『出産退職型』です。どのような、ライフスタ
イルを選択するかは、本人の意思によるところですが、国民生活白書によると

理想は、結婚し、子どもを持ちながら働きたい女性が多いにもかかわらず、現実は理想通りには
いかないのが現状です。
この背景には、育児環境が充分に整備されていないこと、また、従来の意識からくる夫婦関係、
結婚観という、いわゆるジェンダーが起因していることも大きいといえます。
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メディアの影響力は非常に大きいものです。情報は、それがあたかも正しいこ
とのように私たちの目に飛び込んできます。それらの情報を自分自身で読み取
り、正しいか正しくないか、また適当かどうかを判断し、自分の生活に役立て
ていくことが大切です。

世の中に氾濫する情報を適切に読み取ること、これを『メディアリテラシー』といいます。先ほ
どのゆうこさんのように情報を鵜呑みにするのではなく、『これって本当に正しいんだろうか？』
とか『こういう風に言って欲しい』という疑問や意見を持つことが、情報に流されず自分らしく
生きるためには必要になってきます。ゆうこさんのように子育てを夫婦二人で協力してやりたい
と思っている人は増えてきていると思います。なのに相変わらずメディアが『子育て＝母親』と
いう情報を流し続けていては、参加しようと思っている男性の意識さえ変えてしまうことになり
かねません。メディアは社会の流れをつかんで情報を発信していくものです。私たちが声をあげ
ていけば、きっと変わります。私たちのまわりにたくさんある情報を、一度見直してみてはいか
がでしょうか？
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